
鮎
走
区
長
文
書 

 
 

寺
田
治
一
郎
氏
翻
刻 

 

粟
田
口
大
納
言
平
朝
臣
光
盛
卿 

 

御
家
臣
芥
見
左
小
弁
様 

 
 

御 

直 

庄 
 

安
元
二
年 

 

庄
司
判 

（
一
一
七
五
年
） 

美
濃
國
郡
上
郡
鮎
走
村 

 
 

由
緒
書 

宝
暦
二
年
八
月
十
日 

 
 
 
 
 

庄
屋 

惣
左
衛
門
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組
頭 

甚
五
右
衛
門
判 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
森
弘
美
氏
所
蔵
） 

 

     

鷲
見
大
鑑 

寫
序 

「
鷲
見
大
鑑
（
簑
島
小
左
衛
門
蔵
）
は
鷲
見
殿
（
藤
原
頼
保
）
の
事
績
を
主

と
し
て
録
し
た
る
も
の
な
れ
ば
鮎
走
村
に
は
関
係
す
る
事
少
な
け
れ
共
郷

土
史
探
究
の
上
に
参
考
と
な
る
事
も
あ
り
や
と
思
ひ
寫
し
置
く
も
の
な
り
。

書
中
鷲
退
治
に
異
説
あ
る
叓(

事)

興
味
深
き
も
の
あ
り
。」 

 

美
濃
国
芥
見
之
庄 

鷲
見
大
鑑
並
系
圖 

美
濃
国
郡
上
郡
鷲
見
郷
相
傳
次
第
藤
原
不
比
等
七
十
代
大
納
言 

□
頼
ニ

テ 藤
原
朝
臣
頼
保 

重
保 

家
保 

諸
保 

二
男
藤
三
郎 

五
男

長
保 

忠
保 

森
保 

女

保
憲 

行
保 

藤
三
郎 

 

鷲
見
藤
三
郎 

芥
見
荘
長
山
彦
五
郎
以
御
差
紙
永
賜
之 

 
 
 
 
 
 

本
主
河
内
判
官
通
賜
之 

井
深
荘
石
村 

本
主
但
島
前
司
通
賜
之 

鷲
見
郷
河
西 

糟
屋
孫
六
本
主
加
賀
丸 

   

鷲
見
大
鑑
は
小
左
衛
門
に
伝
わ
り
上
巻
は
系
図
と
軍
忠
状
で
、
下
巻
は
鷲

狩
り
伝
説
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
写
し
は
寺
田
治
一
郎
氏
に
よ
っ
て
翻
刻

さ
れ
、
鮎
走
区
長
文
書
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
伝
説
の
ス
ト
ー
リ

ー
が
異
な
っ
て
い
る
。 

 

河
内
判
官
秀
澄
（
吾
妻
鑑
第
二
承
久
三
）
こ
の
系
図
で
は
森
保
を
加
賀
丸
に
あ
て
て

い
る
。
だ
か
ら
軍
忠
状
は
父
忠
保
ま
で
の
こ
と
し
か
書
い
て
な
い
の
で
は
。 



① 

（
こ
の
番
号
は
長
善
寺
文
書
の
順
番
） 

守
護
所
下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
三
郎 

 
 

鷲
見
郷
下
司
字
郡
上
三
郎 

 
 

間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
保 

右
件
家
保
今
月
四
日
可
申
賜
武
蔵
守
殿
御
消
息
云 

郡
上
三
郎
今
度
鎌
倉
□
付
御
共
令
上
洛
之
上
□
件
相
傳
之
由
云
々 

早
相

尋
次
第
證
文
可
令
安
堵
之
由
□
之
間
□ 

 

證
文
明
白
也
。
仍
而
安
堵
之
由
下
知 

承
久
三
年
七
月 

日 

御
判 

守
護
所
源 

 

 

② 美
濃
国
御
家
人
鷲
見
□
三
郎
入
道
寶
佛
銘
大
番
行
事
た
り
安
吉
郎
ゟ
七
月

一
日
至
八
月
十
五
日
三
□
諸
安 

由
八
月
十
六
日
至
九
月
三
十
日 

内
裏

二
条
西
土
御
門
□
物
仕
候 

仍
而
執
達
如
件 

八
年
十
月
四
日 

左
衛
門
殿 

書
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

沙
彌 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

左
衛
門 

 
 

③ 美
濃
国
御
家
人
郡
上
郡
鷲
見
藤
三
郎
忠
保
下
賜
□ 

令
旨
之
門 

五
月
八
日
馳
参
九
日
近
江
国
馬
□
山
依
レ

致
合
戦
ヤ
レ
不
見

若
党
森
五
郎
忠
保

討
死
同
令
弟
七
郎
重
保
左
膝
被
射

之
条
御
実
検
之
上
ヤ
レ
不
見

賜
御
判
可 

後
證

之
龜
鏡
保
以
□
此
旨
可
有
御
被
露
恐
々
謹
言 

元
弘
三
年
五
月
十
二
日 

藤
原
忠
保 

上 

進
上
御
奉
行
所
見
及 

 
 

御
書
判 

 
 ④ 美
濃
国
御
家
人
郡
上
郡
鷲
見
藤
三
郎
忠
保
五
月
二
十
七
日
令
馳
参
候
以
旨

可
有
御
被
露
候 

元
承
三
年
六
月
二
日 

藤
原
忠
保 

進
上 

御
奉
行
所 

 

承
了 

 
 
 

御
判 

 

⑤ 美
濃
国
郡
上
郡
御
家
人
鷲
見
藤
三
郎
忠
保
代
鷲
見
弥
八
常
家
右
着
到 

如

件 

 
 
 
 

建
武
三
年
六
月
廿
三
日 

 
 
 

御
判 

 

⑥ 美
濃
国
郡
上
郡
御
家
人
鷲
見
藤
三
郎
忠
保 

馳
参
洲
俣
土
岐
左
近
蔵
人
殿

属
レ

御
手
今
月
十
四
日
森
山
合
戦
同
十
六
日
宇
治
庄
馳
参
畢
同
十
七
日
十

八
日
十
九
日
西
阪
本
中
尾
致
合
戦
忠
節
候
然
者
為
後
證
下
賜
御
一
見
状
仕

候
勇
言
上
如
件 

 
 

建
武
三
年
六
月
廿
五
日 

 

進
上 

御
奉
行
所
見
了 

 
 
 

御
書
判 

 
⑦ 美

濃
国
郡
上
郡
御
家
人
鷲
見
藤
三
郎
忠
保
申
去
ル
晦
日
□ 

二
条
御
宮
殿

属
御
手
至
五
条
大
宮
竹
田
追
懸
□ 

随
分
軍
忠
畢
然
者
早
賜
御
證
判
為
備

向
後
之
龜
鏡
粗
所
勤
如
件 



 
 

建
武
三
年
七
月
三
日 

 
進
上
御
奉
行
所
一
見 

 
 
 
 

御
書
判 

 

⑧ 美
濃
国
鷲
見
藤
三
郎
忠
保
事
今
月
十
日
當
国
於
関
迫
北
野
馳
向
御
敵
尾
崎

宮
致
合
戦
忠
討
留
数
輩
御
敵
候
畢
。
此
条
東
中
務
丞
殿
并
ニ

土
岐
左
京
殿
蔵

人
殿
代
出
雲
公
相
共
致
合
戦
候
之
上
者
所
見
分
明
候
歟
為
後
證
欲
賜
御
一

見
状
仍
如
件 

 
 
 

建
武
三
年
八
月
十
日 

 
御
奉
行
所 

 
 

 

 

⑨ 鷲
見
藤
三
郎
忠
保
申
今
月
十
三
日
馳
向
八
代
城
致
合
戦
忠
之
處
一
族
孫
四

郎
被
疵
左
頸
骨

射
疵
若
党
弥
三
郎
被
疵
右
頸
足

訖
是
等
之
子
細
同
時
合
戦
之
間

東
中
務
丞
土
岐
左
兵
衛
蔵
入
殿
出
雲
公
令
見
知
畢
見
言
上
同
時
合
戦
之
間

不
及
子
細
候
且
御
證
判
為
後
日
龜
鑑
言
上
如
件 

 
 
 

建
武
三
年
八
月
日 

藤
原
忠
保 

進
上 

 

御
奉
行
所 

 

 

藤
原
氏
実
ハ
肥
後
守
改
姓
餌
取
氏 

鷲
見
庄
左
衛
門 

大
坂
手
柄 

鷲
見
藤
左
衛
門 

鷲
見
六
郎
左
衛
門 

飛
騨
国
合
戦
高
名 

 
 

鷲
見
伊
賀
守 

鷲
見
忠
左
衛
門 

慶
長
二
年
八
幡
ニ
テ
討
死 

 

甚
内 

 
 
 
 
 
 
 

（
実
際
は
慶
長
二
年
で
は
な
く
慶
長
五
年
八
幡
城
の
戦
い
） 

   

美
濃
国
郡
上
郡
鷲
見
大
鑑 

鷲
見
殿
ご
出
生
を
尋
奉
る
に
、
大
宮
殿
次
男
土
岐
麿
殿
と
申
す
。 

承
久
三
年
七
月
朔
日
御
出
生
御
遊
ば
さ
れ
、
其
後
の
御
官
名
武
蔵
権
守
兼

大
和
判
官
藤
原
頼
保
と
申
す
。
其
節
は
禁
裏
天
下
の
時
と
雖
未
だ
関
東
北

条
家
平
治
せ
ざ
る
故
に
諸
国
騒
し
き
事
言
ふ
に
不
忍
。
然
る
に
今
帝
御
堀

川
天
皇
正
月
二
日
の
御
夢
に
い
わ
く
。
是
よ
り
北
國
に
向
い
て
不
思
議
の

鷹
の
巣
籠
り
を
成
り
御
夢
覚
め
に
け
り
。
そ
れ
よ
り
百
官
を
集
め
朕
が
父

□
貞
本
位
高
倉
天
皇
の
子

六
波
羅
之
為
愛
子
為
貞
朕
に
於
て
叔
父
な
り

行
方
不
知
思
ふ

に
是
鷹
司
式
部
其
節
よ
り
是
又
行
方
不
知
是
神
妙
之
夢
の
告
な
り
と
覚
へ

仍
而
今
度
大
宮
武
蔵
を
以
て
鷹
の
巣
の
在
処
を
尋
ぬ
べ
し
と
て
供
人
三
十

六
人
に
し
て
美
濃
国
へ
お
越
し
な
さ
れ
忠
節
村
に
至
り
て
渡
船
を
申
付
け

渡
ら
せ
候
。
川
中
に
て
鷲
の
羽
流
れ
て
見
え
け
れ
ば
権
之

守
御
不
審
に
思
召

御
手
自
ら
拾
い
上
げ
見
給
へ
ば
白
ほ
の
羽
長
さ
四
尺
七
寸
（
一
七
八
㎝
程
）

其
内
に
金
色
の
八
幡
と
申
文
字
と
一
首
の
歌
あ
り
。
〽
眹
が
身
は
か
の
山

写
し
に
は
系
図
の
線
が
描
い
て
な
い
の
で
関
係
が
不
明
。 



□
と
ひ
と
し
く
て
雲
や
霞
の
中
に
こ
そ
住
め
〽 

此
河
上
に
疑
な
し
と
思
召
、
夫
よ
り
郡
上
郡
お
尋
ね
上
り
成
さ
れ
、
夫
よ

り
其
の
羽
を
小
野
村
に
預
け
置
き
給
ひ
。
今
の
八
幡
宮
社
是
な
り
。
扨
（
さ

て
）
そ
れ
よ
り
御
手
分
け
成
さ
れ
明
方
筋
小
駄
良
筋
御
尋
ね
、
頼
保
朝
臣
は

御
勇
気
強
く
上
ノ
保
を
お
尋
ね
上
り
給
ふ
。
神
路
村
に
御
泊
り
な
さ
れ
、

そ
の
夜
神
の
御
告
げ
に
い
わ
く
。
此
の
川
上
に
雲
ケ
嶽
と
い
う
高
山
有
り
。

急
ぎ
尋
ね
上
り
勅
意
を
叶
へ
よ
と
夢
さ
め
に
け
り
。
そ
れ
よ
り
御
立
出
な

さ
れ
、
扨
（
さ
て
）
頼
保
公
芥
見
庄
岩
高
村
に
御
泊
り
給
ひ
て
彼
高
山
の
様

子
お
尋
ね
中
、
蒲
田
三
郎
治
、
山
口
才
三
郎
両
人
出
来
て
、
私
共
は
元
雲
ケ

嶽
の
山
林
之
者
な
る
が
此
頃
雲
ケ
嶽
に
て
鷲
の
鳴
声
仕
候
。
又
不
思
議
な

る
事
共
種
々
御
座
候
。
此
頃
山
狩
人
と
言
ひ
て
熊
を
猟
し
す
る
も
の
六
七

人
彼
山
へ
登
り
け
る
に
岩
穴
の
上
に
美
し
き
衣
類
装
束
つ
け
た
る
髪
も
結

は
ず
手
足
に
草
の
足
袋
を
履
き
た
る
若
き
男
を
顔
の
恐
し
き
三
拾
計
り
の

男
、
鎧
具
足
を
岩
穴
に
か
ざ
り
て
刀
に
て
木
を
伐
り
熊
肉
の
如
き
物
を
若

き
男
に
振
舞
い
て
自
ら
に
も
之
を
食
ひ
、
彼
漁
師
共
に
我
等
は
盗
人
に
あ

ら
ず
。
其
方
共
の
邪
魔
に
な
る
事
は
な
き
段
ゆ
め
ゆ
め
他
人
に
告
る
な
と

一
種
の
寶
を
取
出
し
、
彼
漁
師
に
呉
れ
候
。
其
品
物
は
才
三
郎
方
に
有
る

が
何
歟
判
り
申
さ
ず
候
ト
申
上
候
へ
ば
権
守
殿
供
人
に
御
用
達
す
る
は
近

く
な
る
べ
し
随
分
忠
勤
す
べ
し
。
夫
よ
り
山
口
才
三
郎
、
蒲
田
三
郎
治
案

内
に
て
雲
ケ
嶽
へ
お
尋
ね
上
り
給
う
な
り
。
扨
鷲
の
鳴
声
か
す
か
に
聞
（
き
）

給
い
。
又
三
丁
ば
か
り
行
き
給
い
。
慥
（
た
し
）
か
に
又
二
声
。
権
守
殿
此

の
谷
奥
に
う
た
が
い
な
し
と
思
召
（
し
）
。
又
夫
よ
り
小
二
声
、
大
二
声
と

申
す
所
に
て
御
休
み
給
ひ
。
い
よ
い
よ
谷
ふ
か
く
尋
ね
ん
と
お
は
し
め
し
、

鷲
見
る
小
屋
を
懸
ケ
給
ひ
其
所
今
小
城
と
申
す
な
り
。
不
思
議
な
る
哉
鷲

の
羽
二
羽
落
て
、
是
を
お
拾
い
給
い
て
此
処
に
又
小
屋
掛
給
ひ
て
、
夫
よ

り
大
羽
落
と
申
す
な
り
。
其
の
間
日
数
積
り
て
五
日
に
及
び
、
扨
鷲
の
有

か
も
今
に
見
え
ず
。
草
木
茂
り
道
通
用
も
な
り
が
た
し
。
然
る
所
に
岩
高

村
蓑
島
小
左
衛
門
と
申
す
者
御
迎
に
百
姓
三
人
連
来
り
。
小
左
衛
門
権
守

殿
へ
申
す
様
は
鷲
の
有
（
あ
り
）

か
な
く
心
配
奉
り
御
迎
に
参
り
候
由
申
し

上
候
。
頼
保
公
仰
せ
ら
れ
候
に
は
、
た
と
ひ
日
数
五
七
日
な
り
共
鷹
の
有

所
見
届
け
申
さ
ず
候
内
は
と
仰
せ
ら
れ
候
。
又
小
左
衛
門
申
上
候
に
は
深

山
谷
深
く
殊
更
山
口
蒲
田
等
申
上
候
通
り
装
束
美
し
き
宮
侍
世
を
忍
び
候



者
な
れ
ば
暫
く
御
退
（
し
り
）
き
安
否
は
密
使
を
使
わ
さ
れ
候
方
宜
敷
方
々

以
て
御
退
屈
有
可
く
御
座
候
へ
ば
、
一
先
づ
岩
高
村
辺
迄
御
帰
り
遊
さ
れ

候
へ
と
言
上
す
。
然
ら
ば
汝
等
の
申
す
通
り
一
先
ず
帰
り
申
す
と
て
□
中

に
示
談
遊
ば
さ
れ
、
松
下
、
最
上
、
竹
田
、
今
出
川
等
の
者
を
残
し
給
ひ
て

小
左
衛
門
諸
共
下
屋
敷
處
と
申
す
所
よ
り
尾
伝
い
に
七
く
ら
が
り
谷
に
通

り
岩
高
村
よ
り
お
帰
り
な
さ
れ
、
其
時
よ
り
迎
鷲
見
村
と
申
す
な
り
。
権

守
頼
保
公
殿
暫
く
御
逗
留
あ
っ
て
其
節
に
山
口
才
三
郎
川
尻
定
助
両
人
飛

脚
に
参
り
、
御
前
に
向
か
ひ
四
日
以
前
よ
り
雲
ケ
嶽
に
煙
登
り
候
。
其
辺

よ
り
八
分
目
に
当
た
り
赤
色
の
旗
に
似
た
る
も
の
見
え
申
し
候
。
折
節
鷹

の
声
仕
り
候
と
申
上
げ
れ
ば
頼
保
公
御
頼
な
さ
れ
、
人
足
六
拾
四
人
御
召

連
御
上
り
な
さ
れ
、
夫
よ
り
弥
つ
か
尾
大
清
水
と
申
す
所
大
い
な
る
庵
を

作
り
て
、
夫
よ
り
人
足
に
申
付
け
雲
ケ
嶽
道
を
伐
り
開
き
、
弥(

い
よ
い
よ)

五

月
上
旬
御
登
山
な
さ
れ
候
。
則
ち
今
大
屋
と
申
す
所
な
り
、
同
日
鷲
の
巣

を
御
見
立
て
な
さ
れ
、
弥(

い
よ
い
よ)

鷲
を
御
見
つ
け
な
さ
れ
、
諸
神
を
拝
礼

し
、
都
の
方
に
向
ひ
て
祝
言
申
し
奉
ら
れ
、
巣
の
内
を
伺
わ
れ
候
に
、
岩
石

の
穴
形
の
内
に
年
ご
ろ
二
十
三
四
年
位
の
顔
色
清
く
眼
立
人
を
射
る
麗
し

き
人
あ
り
。
其
の
下
人
共
覚
し
き
大
な
る
男
一
人
あ
り
。
夫
を
見
る
よ
り

頼
保
公
礼
儀
を
正
し
恭
〃
し
く
夫
に
お
は
す
る
は
憚
り
乍
ら
当
今
上
帝
の

伯
父
為
興
親
王
に
お
は
す
な
り
。
又
傍
ら
な
る
は
鷹
司
殿
に
は
候
は
ず
や
。

我
は
今
度
勅
命
を
受
け
て
は
る
ば
る
都
よ
り
尋
ね
上
り
候
大
宮
武
蔵
頼
保

に
候
。
ゆ
め
御
敵
な
ど
と
御
疑
ひ
遊
ば
さ
れ
ず
早
々
都
へ
御
供
仕
り
今
上

の
御
叡
慮
を
安
ん
じ
給
へ
か
し
と
言
上
有
け
れ
ば
、
何
分
当
時
の
世
の
中

賊
類
悪
人
共
都
を
責
め
自
ら
と
て
も
勘
当
の
身
に
有
ら
ざ
る
も
関
東
方
の

逆
賊
身
を
苦
し
め
身
の
な
る
べ
く
も
非
れ
ば
鷹
司
が
情
に
て
今
日
迄
鷲
の

巣
籠
り
と
な
ぞ
ら
え
て
こ
の
深
山
に
隠
れ
し
な
り
。
勅
命
普
天
に
渡
る
上

は
何
を
か
辞
退
も
な
る
べ
き
か
。
先
々
頼
保
と
や
ら
ん
鷹
の
餌
取
っ
て
い

ま
せ
よ
と
さ
も
有
難
き
御
定
命
。
夫
よ
り
下
々
侍
や
供
の
人
足
夫
々
に
御

言
葉
掛
け
さ
せ
給
い
に
け
り
。
夫
よ
り
長
柄
の
鑓
を
出
し
給
へ
ば
不
思
議

な
る
か
な
大
石
付
と
申
す
も
の
更
に
な
し
。
又
鷲
の
一
羽
を
御
形
見
を
出

さ
せ
給
ひ
し
に
是
又
更
に
な
き
故
に
兎
角
都
へ
は
帰
り
申
さ
れ
ず
候
と
六

月
二
十
三
日
に
都
へ
権
守
同
道
入
洛
遊
ば
さ
れ
候
。
其
翌
月
十
五
日
大
宮

氏
を
改
め
鷲
見
た
る
因
縁
に
て
鷲
見
と
改
め
名
字
を
家
と
給
り
て
鷲
見
家



保
と
改
め
、
元
長
三
年
（
建
長
な
ら
一
二
五
一
年
）
五
月
一
二
日
今
上
帝
叔

父
御
迎
ひ
の
賞
に
美
濃
国
芥
見
ノ
庄
内
川
東
川
西
永
代
鷲
見
氏
に
知
行
な

さ
れ
千
百
二
拾
三
石
と
云
う

下
し
な
さ
れ
候
。
鷹
の
御
飼
料
に
為
興
親
王
家
よ
り

は
向
鷲
見
村
の
内
を
給
は
り
、
御
城
御
普
請
な
さ
れ
、
其
時
の
御
普
請
御

見
分
御
役
人
稲
葉
大
膳
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
同
五
年
（
一
二
五
三
年
）
八
月

三
日
に
御
城
出
来
仕
り
候
。 

其
後
建
武
三
年
（
一
三
三
七
年
）
六
月
二
十
五
日
に
飛
騨
美
濃
御
境
御
立

て
な
さ
れ
候
時
に
、
飛
騨
国
山
下
豊
前
守
、
河
尻
備
中
守
、
美
濃
国
よ
り
鷲

見
加
賀
守
並
び
に
遠
藤
大
蔵
正
、
鷲
見
村
よ
り
百
姓
五
人
御
立
合
の
上
に

し
て
鷲
見
ケ
上
野
の
境
抗
御
立
な
さ
れ
候
。
其
時
鷲
見
加
賀
守
灰
五
百
表
、

河
尻
備
中
守
よ
り
籾
糠
千
表
御
埋
成
さ
れ
、
両
国
境
御
出
来
仕
も
の
な
り
。 

天
正
二
年
（
一
五
七
三
年
。
実
際
は
慶
長
五
年
一
六
〇
〇
年
の
こ
と
）
稲
葉

大
膳
殿
遠
藤
殿
を
御
せ
め
の
時
、
金
森
殿
遠
藤
殿
を
御
加
勢
、
飛
騨
国
御

出
立
成
さ
れ
候
。
白
川
口
よ
り
美
濃
国
へ
出
陣
成
さ
れ
候
。
其
時
山
下
豊

前
は
金
森
殿
と
意
趣
有
故
、
ま
ち
や
白
川
に
構
へ
、
其
時
よ
り
町
屋
村
と

申
な
り
。 

金
森
殿
長
瀧
寺
へ
御
斬
入
成
さ
れ
候
。
其
時
稲
葉
左
兵
衛
と
申
す
者
元
来

美
濃
国
の
者
な
り
し
が
金
森
殿
に
奉
公
致
し
畑
佐
口
よ
り
討
入
早
馬
に
乗

り
、
鷲
見
ヶ
上
野
一
ノ
久
手
谷
に
て
出
合
金
森
殿
は
其
時
三
ノ
谷
に
て
馬

よ
り
御
下
り
成
さ
れ
候
而
、
白
山
大
御
前
を
拝
し
給
ひ
。
夫
よ
り
伏
し
拝

み
と
申
す
な
り
。
其
日
午
刻
よ
り
雨
頻
り
に
て
谷
々
大
水
出
て
鷲
見
川
上

之
谷
々
両
所
大
水
故
に
鷲
見
川
出
合
に
群
兵
共
並
立
い
た
り
、
金
森
殿
少

あ
と
な
り
。 

先
手
の
騎
大
将
に
金
森
市
左
衛
門
と
申
す
者
大
将
深
川
無
用
の
至
り
な
り

と
三
木
甚
右
衛
門
夫
に
立
止
し
た
く
に
て
大
将
に
出
会
、
夫
よ
り
金
森
駒

の
鞍
を
掛
け
直
し
住
屋
尾
傳
ひ
に
中
切
村
よ
り
御
出
な
さ
れ
、
金
森
市
左

エ
門
是
程
の
小
谷
に
水
深
け
れ
ば
と
て
馬
に
乗
り
向
の
岸
へ
渡
り
け
り
。

夫
よ
り
軍
兵
共
是
を
見
て
一
度
に
我
も
我
も
と
向
岸
へ
泳
ぎ
け
る
。
其
時

よ
り
惣
泳
ぎ
と
は
申
ス
な
り
。
市
左
衛
門
保
木
へ
懸
り
見
れ
ば
橋
替
し
落

と
し
て
有
り
。
夫
よ
り
市
左
衛
門
は
軍
兵
引
連
れ
て
八
屋
よ
り
尾
伝
い
に

小
二
聲
へ
出
給
ふ
。 

其
時
向
鷲
見
村
そ
の
い
こ
ん
ゆ
え
か
た
き
し
に
道
筋
の
百
姓
の
家
ニ
火
を



懸
け
焼
払
ひ
、
長
瀧
寺
池
之
坊
と
申
す
寺
に
御
泊
り
成
さ
れ
、
池
の
坊
案

内
に
て
八
幡
尾
崎
山
に
御
陣
ヲ
御
取
り
、
霞
ケ
城
を
弓
矢
引
給
へ
ば
、
鷲

見
忠
左
衛
門
殿
五
十
騎
に
て
大
手
を
防
ぎ
給
ふ
。
忠
左
衛
門
の
軍
矢
尽
き

た
り
け
れ
ば
軍
兵
一
々
討
た
れ
自
身
も
数
か
所
之
疵
を
負
ひ
、
山
下
家
内

家
老
、
甚
内
以
上
三
人
は
八
幡
桜
町
大
阪
の
保
木
に
て
粥
川
左
兵
衛
へ
渡

り
合
い
鎗
下
に
て
手
を
合
わ
せ
両
人
組
討
の
勝
負
、
忠
左
衛
門
殿
御
運
よ

わ
く
甲
の
鎖
切
れ
粥
川
六
郎
助
に
入
り
敵
は
両
人
甚
内
早
腰
を
ぬ
か
し
忠

左
衛
門
殿
六
郎
鎗
下
に
て
討
死
成
さ
れ
候
者
也
。
其
時
餌
取
佐
助
同
作
助

討
死
す
。 

忠
左
衛
門
殿
御
寺
は
長
瀧
寺
本
覚
坊
東
前
谷
村
に
て
寺
領
二
十
壱
石
給
わ

り
、
下
末
寺
岩
高
山
に
有
り
。
無
元
寺
と
申
て
真
言
宗
な
り
。
此
時
御
取
お

き
無
元
寺
に
て
行
ひ
給
ふ
。
阿
た
ご
七
人
塚
此
時
よ
り
人
申
也
。
向
鷲
見

村
権
現
様
本
地
は
富
士
権
現
な
り
。
正
ヶ
洞
村
牛
頭
天
王
ハ
朝
鮮
陣
之
時

京
都
祇
園
よ
り
移
し
給
ふ
。
神
領
拾
弐
石
也
。 

慶
長
年
中
、
忠
左
衛
門
討
死
。
同
十
月
正
ヶ
洞
餌
取
弾
正
と
申
ス
者
忠
左

衛
門
殿
討
死
と
聞
く
よ
り
急
ぎ
御
城
柳
の
丸
へ
乗
込
候
。
其
留
守
役
人
松

下
五
左
衛
門
と
申
者
下
屋
敷
ニ
テ
留
守
相
勤
め
、
弾
正
城
へ
乗
込
候
由
（
よ

し
）
承
り
無
念
の
至
り
、
然
れ
共
無
手
に
渡
す
べ
き
に
非
ず
、
弾
正
を
討
止

め
ん
と
心
懸
け
、
其
日
四
ツ
時
よ
り
柳
之
丸
へ
行
き
、
弾
正
殿
御
城
望
み

の
由
御
尤
に
存
じ
候
。
手
前
牢
人
の
身
御
座
候
へ
ば
日
永
に
御
座
る
。
今

晩
碁
を
う
ち
に
参
る
間
御
燈
火
の
用
意
成
さ
れ
か
し
と
申
す
。
弾
正
本
よ

り
望
な
れ
ば
御
越
と
堅
く
契
約
致
し
、
其
夜
暮
方
に
柳
の
丸
へ
五
左
衛
門

今
昼
の
御
約
束
通
り
参
り
候
と
申
ス
。
弾
正
燈
火
を
さ
す
か
に
て
拵
へ
候

所
へ
何
事
な
く
斬
懸
ル
。
弾
正
持
た
る
さ
す
が
（
山
刀
）
に
て
受
け
外
し
五

左
衛
門
は
其
用
意
、
弾
正
は
油
断
故
、
五
左
衛
門
に
髪
先
眉
間
を
し
た
た

か
に
斬
は
つ
ら
れ
其
刀
に
て
わ
き
つ
ぼ
を
貫
き
弾
正
は
遂
に
討
死
す
。
そ

の
時
弾
正
女
房
男
二
人
乳
人
以
上
四
人
城
に
火
を
懸
け
五
左
衛
門
オ
ロ
オ

ロ
と
い
た
せ
し
内
に
、
郡
上
赤
谷
岩
と
申
所
に
て
落
岩
の
は
ざ
ま
隠
れ
居

給
ひ
。
其
後
切
立
村
西
入
坊
と
申
ス
者
彼
姫
に
出
会
い
、
扨
も
是
は
如
何

な
る
人
ぞ
と
尋
ね
け
れ
ば
、
彼
姫
手
を
合
せ
、
西
入
坊
を
頼
み
給
い
。
御
供

致
し
切
立
村
御
堂
ノ
内
に
隠
し
置
け
れ
ば
、
そ
れ
を
松
下
五
左
衛
門
聞
及

び
、
西
入
坊
へ
尋
ね
行
き
、
弾
正
女
房
を
出
せ
と
名
乗
り
け
る
。
其
時
彼
坊



男
子
の
ふ
ぐ
り
を
後
へ
ま
わ
し
高
窓
よ
り
差
出
し
、
侍
の
女
に
目
を
懸
給

ふ
事
無
用
の
至
り
な
り
と
申
し
け
れ
ば
五
左
衛
門
向
鷲
見
村
へ
帰
り
け
り
。 

朝
鮮
陣
の
事 

一
鷲
見
長
門
守
朝
鮮
陣
の
時
、
二
百
六
十
騎
に
て
御
越
遊
さ 

れ
岩
瀬
城
に
て
比
類
な
き
御
手
柄
成
さ
れ
、
其
時
こ
あ
や
と
い
ふ
打
物
奪

取
り
、
日
本
へ
帰
国
な
さ
れ
、
都
帝
王
へ
上
げ
給
い
、
数
乃
御
褒
美
給
は
り

候
。
翌
年
鷲
見
殿
大
番
の
役
当
り
、
長
門
守
殿
供
人
百
三
十
人
召
に
て
出

給
ふ
。
伊
勢
御
参
宮
其
外
家
老
引
連
れ
先
々
に
行
給
ふ
な
り
。
長
門
守
殿

は
長
谷
越
に
行
給
ふ
。
大
和
の
三
輪
の
久
保
と
い
ふ
山
通
り
給
ひ
し
時
、

不
思
議
な
る
か
な
十
八
九
計
な
る
童
一
人
大
木
の
下
に
寝
て
居
る
所
、
是

を
い
わ
ば
み
目
を
懸
け
、
か
の
童
を
食
は
ん
と
す
る
。
然
る
所
わ
っ
ぱ
腰

よ
り
山
さ
す
が
自
ら
ぬ
け
出
で
い
わ
ば
み
を
防
ぎ
け
る
。
い
わ
ば
み
彼
の

腰
の
物
に
恐
れ
山
へ
行
に
け
り
。
長
門
守
是
を
見
て
童
を
頼
み
給
い
て
御

主
の
岩
切
丸
と
い
う
腰
物
と
か
へ
給
ふ
な
り
。（
長
門
守
は
鷲
見
朝
保
で
行

保
の
子
。
村
史
に
は
彦
右
衛
門
と
あ
る
が
、
こ
の
大
鑑
に
よ
る
と
庄
左
衛

門
に
当
た
り
、
藤
左
ヱ
門
は
そ
の
子
で
は
な
い
か
） 

 
 
 
 

長
門
守
殿
御
料
理
の
事 

其
後
正
月
十
五
日
、
大
番
御
振
舞
之
時
、
鷲
見
殿
腰
之
物
を
見
給
ひ
。
せ
ん

だ
ん
の
鞘
に
藤
の
皮
に
て
巻
き
た
る
柄
な
り
。
国
々
諸
大
名
鷲
見
殿
に
手

を
取
ら
せ
ん
為
、
十
五
日
の
御
料
理
長
門
守
殿
へ
申
付
給
い
。
鯉
の
中
へ

ま
な
ば
し
を
差
入
ま
な
板
に
載
せ
出
し
給
ふ
。
長
門
守
殿
之
を
す
き
や
き

に
仕
給
へ
と
仰
付
ら
れ
給
ふ
。
畏
（
か
し
こ
ま
り
）

候
と
、
ま
な
ば
し
を
取
直

し
、
覚
え
ず
す
き
切
に
仕
給
ふ
。
鷲
見
殿
料
理
骨
す
き
申
さ
ず
候
間
、
此
儘

召
上
り
給
へ
と
差
出
し
給
へ
ば
諸
大
名
身
の
毛
も
よ
だ
ち
て
我
も
我
も
と

引
に
け
る
。 

鷲
見
殿
十
九
代
に
合
戦
に
出
立
給
ふ
事
五
十
七
度 

 
 
 

禁
裏
官
位
拾
三
代
也
。（
～
守
と
か
左
衛
門
と
か
） 

一
鮎
走
村
寺
領
の
事
。
美
濃
國
飛
騨
國
両
國
ニ
テ
千
九
百
拾
七
石
也
。
堂

数
み
ふ
ね
ま
で
二
十
八
ケ
所
。
祢
宜
数
拾
五
ケ
所
、
太
夫
名
三
ケ
所
、
坊
主

四
ケ
寺
法
相
宗
と
天
台
宗
な
り 

獨
礼
並
ニ

御
紋
御
免
之
寫 

 
 
 
 

鷲
見
大
屋
九
兵
衛 

 
 
 

獨
礼
第
一
番
御
由
緒
有
之
候
ニ
付 



御
紋
角
け
ん
び
し
御
免 

 
 
 
 

向
鷲
見
村 

蓑
嶋
藤
四
郎 

け
ん
び
し
御
免 

 
 
 
 

正
ヶ
洞
村 

長
右
エ
門 

 

亀
甲
に
鷹
ノ
羽 

 
 
 
 

同
村 

 
与
三
左
衛
門 

 

立
鷹
ノ
羽 

 
 
 
 

中
桐
村 

下
牧
□
戸 

 
 

角
に
鷹
ノ
羽 

 
 
 
 

御
両 

 
 

重
兵
衛 

 
 

丸
に
鷹
ノ
羽 

此
六
人
の
者
共
朝
鮮
陣
の
時
、
御
供
仕
り
忠
節
多
き
者
共
故 

  

故
惣
礼
の
分 

 

一
切
立
村 

二
人 

嶋
作
右
衛
門 

下
地
善
十
郎 

 

一
向
鷲
見
村
役
四
人 

鷲
見
孫
七 

同
小
田
切
藤
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
下
四
人
百
姓 

和
田
太
郎
右
衛
門 

岩
井
十
郎 

 

松
村
庄
次
兵
衛 

杉
沢
與
七
郎 

 

西
洞
村
弐
人 

中
村
藤
七 

小
井
沢
太
郎 

 

鮎
走
村
八
人 

田
島
助
右
衛
門 

森
忠
助 

田
中
助
六 

 

増
戸
惣
左
衛
門 

寺
田
與
八
郎 

中
谷
與
太
郎 

前
田
三
郎
左
衛
門 

増
戸
孫
左
衛
門 

 

合
十
六
人 

鷲
見
山
は
七
ケ
村
に
て
十
二
名
。
鮎
走
祢
宜
八
名
は
寺
山
な
り 

是
八
名
ハ
十
二
名
外
也
。
山
方
墨
付
は
其
村
々
に
て
渡
置
候
也
。 

（
毎
年
一
月
一
五
日
に
館
で
年
賀
の
挨
拶
に
伺
っ
た
の
で
あ
ろ
う
） 

御
代 

権
守
殿
よ
り
加
賀
守
殿
ま
で
五
百
七
十
歳 

 
 
 

加
賀
守
よ
り
忠
左
衛
門
殿
ま
で
八
百
九
十
三
年 

一
鮎
走
村
寺
領
時
は
永
銭
高
一
石
ニ
付
何
百
何
拾
文
と
遣
（
つ
か
わ
）
し

候 

 
 
 
 
 
 
 

其
節 

森
口
宇
太
夫 

 
 
 
 
 
 
 

神
田
代
官 

松
山
小
兵
衛 

一
飛
騨
年
貢 

葦
板
五
十
駄 

永
銭
八
拾
七
文
納 

但
ニ
季
勘
定
に
て
鷲
見
藤
左
ヱ
門
寺
領
分
裁
許
に
鷲
見
殿
よ
り
遣
ら
れ
給

ふ
。 

其
御
礼
と
し
て
祢
宜
坊
主
よ
り
永
銭
八
貫
文
宛
献
上
候
也
。 

朝
鮮
陣
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
慶
隆
は
百
余
人
の
兵
で
出
兵
し
て
い

る
。
鷲
見
郷
か
ら
は
六
人
と
い
う
こ
と
か
。 



鷲
見
大
鏡
代
々 

 
 
 
 
 
 

 
 

写
置 

 
 
 
 
 

森
保 

（
花
押
） 

（
森
は
上
下
が
逆
で
、
し
ば
し
ば
こ
う
い
う
書
き
方
を
す
る
と
い
う
） 

     

課
題 

（
一
）
こ
れ
と
も
う
一
つ
の
鷲
見
大
鑑
を
比
べ
て
み
よ
う
。
異
な
る
部
分

が
多
い
の
に
、
不
思
議
な
こ
と
に
よ
り
詳
し
く
様
子
が
わ
か
る
。 

・
こ
ち
ら
の
物
語
の
テ
ー
マ
は
「
鷲
の
巣
籠
り
」。
鷲
が
巣
の
中
に
こ

も
っ
て
い
る
こ
と
。
鷲
見
大
鑑
の
方
は
鷲
退
治
の
話
で
あ
る
。
ま
た

「
大
石
打
ち
の
羽
」
は
出
て
こ
な
い
が
、
槍
の
「
大
石
付
き
」
が
無

か
っ
た
と
書
い
て
あ
る
。「
大
石
付
き
」
が
「
大
石
打
ち
の
羽
」
に

変
わ
っ
た
と
読
め
る
。
二
つ
の
物
語
は
こ
れ
で
繋
が
っ
て
い
る
。 

・
後
半
は
長
門
守
朝
保
の
こ
と
が
中
心
。
朝
保
は
誰
な
の
か
系
図
を 

調
べ
て
み
よ
う
。 

 

（
二
）
「
八
幡
城
の
戦
い
」
を
八
幡
町
史
で
調
べ
て
比
較
す
る
と
面
白
い
。 

 
 

 

こ
の
戦
い
は
遠
藤
氏
が
稲
葉
氏
を
責
め
た
の
だ
が
、
後
半
は
稲
葉

氏
が
攻
め
て
い
て
混
乱
す
る
。
こ
の
物
語
は
稲
葉
が
攻
め
た
と
書

い
て
あ
る
。 

 
 

・
金
森
氏
は
白
川
口
と
坂
本
口
の
両
面
か
ら
郡
上
に
入
っ
て
い
る
。 

飛
騨
か
ら
攻
め
て
来
た
の
は
二
回
。
穴
洞
村
文
書
に
あ
る
内
ケ
島

氏
の
時
と
対
比
で
き
る
。
白
川
街
道
を
通
っ
た
の
か
。 

地
名
と
の
関
連
が
面
白
い
。 

 
 

・
忠
左
衛
門
は
遠
藤
氏
の
家
老
な
の
で
実
際
は
攻
め
手
だ
が
守
り
方

で
書
い
て
あ
る
。 

 
 

・
五
人
塚
の
記
事
と
比
べ
て
み
よ
う
。
稲
葉
左
兵
衛
や
餌
取
作
助
が

登
場
す
る
。
「
霞
ケ
城
」
と
は
八
幡
城
の
こ
と
。 

 

（
三
）
向
鷲
見
村
の
「
富
士
権
現
」
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。 

 
 

 

祭
神
は
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
姫
尊
の
は
ず
。
実
際
に
女
性
と
思
わ
れ

る
神
像
が
一
体
あ
る
。 

 
 （

四
）
最
初
の
文
書
の
「
粟
田
口
大
納
言
平
光
盛
」
は
実
在
の
人
物
。
平
頼

盛
の
三
男
で
、
頼
朝
を
助
け
た
池
禅
尼
（
祖
母
）
の
縁
で
鎌
倉
幕
府

と
の
つ
な
が
り
の
中
で
出
世
し
て
い
る
。
た
だ
し
安
元
２
年
に
は

４
歳
。
「
御
家
臣
芥
見
左
小
弁
」
が
誰
で
あ
る
か
は
興
味
深
い
。 


